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新
春
を
迎
え 

 

謹
ん
で
新
年
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

 
 

 

                             

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                             

   

 
    

 

二
〇
二
三
年
の
我
が
国
経
済
は
、
長

引
く
物
価
高
の
影
響
に
よ
り
食
料
品
や

家
電
の
個
人
消
費
が
前
年
と
比
べ
減
少

と
な
っ
た
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
五
類
移
行
に
伴
う
経
済
活
動
正
常
化

な
ど
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
回
復
が

続
い
た
こ
と
や
、
自
動
車
を
中
心
と
し

た
輸
出
増
、
観
光
客
増
加
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
消
費
増
加
な
ど
の
要
因
に
よ

り
、
緩
や
か
な
景
気
回
復
傾
向
と
な
り

ま
し
た
。 

 

雇
用
情
勢
に
関
し
て
は
、
経
済
社
会

活
動
が
徐
々
に
活
発
化
す
る
中
で
持
ち

直
し
て
き
ま
し
た
。
雇
用
者
数
に
つ
い

て
は
、
男
女
と
も
に
非
正
規
雇
用
労
働

者
は
回
復
に
弱
さ
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

女
性
の
正
規
雇
用
者
数
が
堅
調
に
増
加

し
た
ほ
か
、
産
業
別
に
み
る
と
、
昨
年

は
減
少
し
て
い
た
「
宿
泊
業
・
飲
食
サ

ー
ビ
ス
業
」「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・

娯
楽
業
」
が
増
加
と
な
り
、「
医
療
・
福

祉
」「
情
報
通
信
産
業
」
で
は
引
き
続
き

増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
一
方
で
、
雇
用
の
過
不
足
の
状

況
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
産
業
に
お
い

て
不
足
と
な
っ
て
お
り
、
人
手
不
足
感

は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

      

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
協
議
会
で 

は
、
前
年
ま
で
に
引
き
続
き
、
人
材
確 

保
並
び
に
社
員
の
定
着
事
業
に
重
点
を

置
い
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
卸
組
合

と
の
連
携
に
よ
る
共
同
求
人
事
業
と
し

て
は
「
タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
」「
ア
ル

パ
」
を
用
い
た
共
同
求
人
広
告
を
は
じ

め
、
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
求
人
情
報
を

集
め
た
「
共
同
求
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ほ
か
、
初

の
試
み
と
し
て
、
採
用
す
る
側
の
能
力

向
上
を
目
指
し
た
「
面
接
官
研
修
」
を

実
施
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
社
員
へ
の
福
利
厚
生
事
業

の
一
環
と
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
」
の
一
部
費
用
補
助
を
行
う
な

ど
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
新
た
な
成
長
に
向
け
て
前
進

で
き
る
よ
う
、
当
協
議
会
で
力
を
合
わ

せ
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

 

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
と
関
係

各
位
に
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

会 

長   
 

松 
 

田 
 

 

 

久

 
年
頭
の
ご
挨
拶 

岡山県総合流通センター 
運営協議会 会長 

松田  久 
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第 79 号             流通センターだより          令和６年１月１日 (2) 

令
和
５
年
１１
月
１３
日
（
月
）、
岡
山
県
議
会

議
員
の
太
田
正
孝
氏
、
当
協
議
会
副
会
長
の
木

村
容
治
氏
、
白
神
誠
氏
、
末
長
範
彦
氏
を
含
む

全
１０
名
が
、
岡
山
県
及
び
岡
山
市
を
訪
れ
、
箕

島
高
松
線
下
庄
跨
線
橋
拡
幅
工
事
の
早
期
実

現
を
要
望
し
た
他
、
岡
山
市
に
は
、
国
道
２
号

進
入
側
道
及
び
箕
島
斜
路
橋
交
差
点
拡
幅
工

事
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
も
要
望
を
行
い
ま

し
た
。 

 

▼
箕
島
高
松
線
下
庄
跨
線
橋
拡
幅
工
事 

早
期
実
現
に
つ
い
て 

 

平
成
２９
年
度
の
事
業
化
決
定
以
降
も
円
滑

な
物
流
輸
送
の
た
め
、
引
き
続
き
当
該
箇
所
が

早
期
完
成
す

る
よ
う
要
望

し
て
い
ま
す

が
、
今
回
岡
山

県
の
長
尾
土

木
部
長
か
ら

は
「
現
在
、
岡

山
県
が
主
体

と
な
り
、
岡
山

市
と
協
力
し

て
橋
脚
下
部
の
工
事
を
進
め
て
い
る
。
残
り
３

本
の
橋
脚
下
部
の
工
事
が
完
了
後
、
上
部
の
工

事
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
岡
山
市
と
協

力
し
て
工
事
を
進
め
て
行
き
た
い
。
工
事
の
進

捗
に
つ
い
て
は
順
調
で
、
計
画
通
り
に
進
ん
で

い
る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
、「
今
後
も
団
地
周

辺
道
路
で
お
困
り
の
事
が
あ
れ
ば
ご
相
談
下

さ
い
。」
と
の
お
言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
岡
山
市
の
平
澤
都
市
整
備
局
長
か
ら

は
「
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
下
庄
跨
線
橋
拡
幅
に
つ
い
て
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
岡
山
県
と
協

力
し
て
、
予
算
確
保
に
努
め
た
い
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

▼
国
道
２
号
進
入
側
道
及
び
箕
島
斜
路
橋 

交
差
点
拡
幅
工
事
早
期
実
現
に
つ
い
て 

国
道
２
号
か
ら
当
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
の
進

入
口
で
あ
る
箕
島
斜
路
橋
交
差
点
下
り
線
進

入
側
道
で
は
慢
性
的
な
渋
滞
が
起
き
て
お
り
、

特
に
箕
島
斜

路
橋
は
狭
隘

化
に
よ
る
渋

滞
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か

ら
、
岡
山
市

へ
拡
幅
工
事

等
、
渋
滞
対

策
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
た
と
こ
ろ
、「
今
年
度
行
っ
た
事
業

設
計
で
は
、
側
道
の
通
行
止
め
が
必
要
な
計
画

で
あ
っ
た
事
か
ら
、
今
後
、
新
し
く
交
通
規
制

を
行
わ
な
い
事
業
設
計
を
行
い
、
な
る
べ
く
早

く
工
事
に
入
る
よ
う
に
し
た
い
。」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。 

    

 

令
和
５
年
１２
月
４
日
（
月
）、
当
協
議
会
副

会
長
の
末
長
範
彦
氏
、
卸
組
合
副
理
事
長
の
藤

原
眞
人
氏
、
櫛
田
修
平
氏
を
含
む
全
６
名
が
岡

山
国
道
事
務
所
を
訪
れ
、
国
道
２
号
の
高
架
整

備
等
渋
滞
緩
和
策
の
早
期
実
現
を
要
望
し
ま

し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
岡
山
国
道
事
務
所
の
岡
本
所

長
よ
り
「
大
樋
橋
西
交
差
点
立
体
化
工
事
を
今

年
２
月
に
完
了
し
、
立
体
４
車
線
化
と
な
っ
た

事
で
大
樋
橋
西
交
差
点
の
渋
滞
は
緩
和
さ
れ
、 

 

ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
が
、
新
た
に
古
新
田
を
先

頭
に
倉
敷
ま
で
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、
岡
山
～
倉
敷
間
で
の
交
差

点
立
体
化
を
完
了
し
な
い
こ
と
に
は
ど
こ
か

で
渋
滞
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
一
期
工
事
の
５
カ
所
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
の
予
算
で
現
地
の
測
量
を
行
い
、
今
年

度
は
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
設
計
が
完
了
次
第
、

地
元
の
人
に
説
明
を
し
て
、
用
地
取
得
の
お
願

い
を
進
め
て
い
く
予
定
。 

出
来
る
だ
け
早
く
工
事
に
取
り
掛
か
り
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
工
事
の
際
に
は
、
通
行

止
め
を
せ
ず
、
車
線
切
替
え
等
の
交
通
規
制
で

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
点
は
ご
了
承
願

い
た
い
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
当
方
出
席
者
よ
り
、
第
一
期
工
事
の
完

了
時
期
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
岡
本
所
長
よ

り
「
５
カ
所
す
べ
て
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
出

来
れ
ば
１０
年
程
で
完
了
と
な
る
が
、
実
際
に

は
用
地
の
取

得
等
の
都
合

で
工
事
開
始

時
期
が
ず
れ

る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
１０

数
年
は
か
か

る
見
込
み
。」

と
の
回
答
が

あ

り

ま

し

た
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
周
辺
道
路 

各
種
工
事
早
期
実
現
に
向
け 

関
係
機
関
へ
要
望
実
施 

国
道
２
号
渋
滞
緩
和 

早
期
実
現
要
望 

現在の箕島高松線下庄跨線橋 

岡山市に要望時の様子 

岡山県に要望時の様子 

岡山国道事務所に要望時の様子 



第 79 号             流通センターだより          令和６年１月１日 (3) 

１０
月
１２
日
（
木
）、
岡
山
流
通
会
館 

会
議

室
で
、
採
用
面
接
官
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
（
株
）
イ
ン
ソ
ー
ス
の
川
上
憲
子

氏
を
お
迎
え
し
、
団
地
内
企
業
６
名
（
５
社
）

が
参
加
し
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
面
接
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、
面
接
者
に

必
要
な
能
力
で
あ
る
以
下
の
３
点
を
学
び
ま

し
た
。 

①
面
接
者
と
し
て
の
心
構
え 

②
面
接
の
進
め
方 

③
応
募
者
の
能
力
を
見
抜
く
洞
察
力
や
評
価

の
仕
方
・
質
問
方
法 

 

受
講
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。 

・
今
後
の
採
用
面
接
の
際
に
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

・
面
接
は
日
々
行
わ
れ
る
の
で
、
早
速
次
の 

面
接
か
ら
活
か
し
て
い
き
ま
す
。 

企
業
内
で
の

集
団
感
染
防
止

と
社
員
の
健
康

保
持
の
た
め
、

今
年
度
も
倉
敷

ス
イ
ー
ト
ホ
ス

ピ
タ
ル
ご
協
力

の
も
と
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
集

団
予
防
接
種
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
１０
月
１１
日
（
水
）、

１９
日
（
木
）、
２６
日
（
木
）
の
３
日
間
４
枠
で

の
実
施
と
な
り
、
計
４
５
２
人
（
３９
社
）
の
方

が
接
種
さ
れ
ま
し
た
。 

予
防
接
種
当
日
は
医
療
機
関
の
指
導
の
下
、

大
き
な
混
乱
も
な
く
無
事
、
予
防
接
種
を
完
了

致
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
冬
も
手
洗
い
・
う
が
い
を
含
め
た
感
染

症
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

 

今
年
も
福
利
厚
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
岡

山
県
内
で
行
わ
れ
る
二
つ
の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
参
加
費
用
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、(

株)

エ
ル
ジ
オ
、
平
松
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ(

株)

、
シ
ー
ア
ー
ル
物
流(

株)

の
３

社
が
参
加
さ
れ
、
参
加
企
業
へ
は
補
助
金
（
各

社
１
万
円
）
を
支
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 ▼
ト
マ
ト
銀
行
６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

１０
月
１５
日
（
日
）、
岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
陸
上
競
技
場
に
て
、
テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
主
催

ト
マ
ト
銀
行
６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
１
チ
ー
ム
４

～
１２
人
で
襷
を
つ
な
ぎ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
特
設

コ
ー
ス
（
１
周
約
１．１
ｋ
ｍ
）
を
６
時
間
で
ど
れ

だ
け
周
回
で
き
る
か
を
競
い
ま
す
。 

当
日
は
一
般
の
部
、
職
場
対
抗
の
部
合
わ
せ

て
５
０
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
大
変
盛
り
上
が

り
、
当
流
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
も
健
闘
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 ▼
倉
敷
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

１２
月
１０
日
（
日
）、
倉
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

て
、
倉
敷
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 倉

敷
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
で
は
１
チ
ー
ム
、
４

人
か
ら
１０
人
で
襷
を
繋
ぎ
、
１
周
約
１．１
ｋ
ｍ

の
コ
ー
ス
を
周
回
し
、
４
時
間
で
約
４２
．
１８

ｋ
ｍ
を
目
指
す
４
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
や

１
人
で
２０
．
５２
ｋ
ｍ
を
走
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
等
が
あ
り
ま
す
。 

当
日
は
、
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
１
２
２
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。 

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

参
加
費
補
助 
採
用
面
接
官
研
修 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

集
団
予
防
接
種 

開
催 

(株)エルジオ 

平松エンタープライズ(株) 

シーアール物流(株) 



第 79 号             流通センターだより           令和６年１月１日 (4) 

今
年
も
厚
生
労
働
省
の
補
助
金
を
活
用
し

た
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
を
次
の
三
つ
の
テ

ー
マ
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

▼
成
果
を
上
げ
る
業
務
改
善 

 

～
中
堅
層
向
け
～ 

 

７
月
２０
日(

木)

、
岡
山
流
通
会
館
会
議
室

に
て
、
日
本
工
業
大
学
大
学
院
教
授
、(

株)

経

営
政
策
研
究
所
代
表
取
締
役
、
平
川
淳
氏
を
お

招
き
し
、
問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
方
や
、

改
善
の
基
本
的
な
考
え
方
、
技
法
を
身
に
付
け

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
セ
ミ
ナ
ー
に
は
団
地
内
企
業
７
社
か
ら

７
名
が
参
加
し
、
業
務
改
善
に
必
要
な
業
務
の

分
析
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
自
分
の
業

務
を
分
析
し
改
善
案
や
課
題
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。 

< 

受
講
者
感
想
（
一
部
抜
粋
） 

> 

・
全
体
の
業
務
を
細
分
化
し
て
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ム
ダ
を
排
除
す
る
手
法
が
学
べ
た
。

部
下
に
も
、
今
回
学
ん
だ
手
法
を
教
え
て
、
分

析
さ
せ
て
み
た
い
。 

・
他
の
受
講
者
の
方
々
の
改
善
欲
求
に
触
れ

る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
が

っ
た
。 

 
▼
業
務
に
役
立
つ
表
計
算
ソ
フ
ト
の
関
数
活
用 

～
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
に 

取
り
組
む
方
対
象
～ 

 

８
月
２４
日(

木)
、
岡
山
流
通
会
館
会
議
室

に
て
、(

株)

東
京
ナ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
教
育
事
業

部
瀬
戸
内
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
那
須
正
利
氏
を
お
招

き
し
、
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
て
、
事
務
処

理
に
お
け
る
表
計
算
ソ
フ
ト
の
関
数
を
効
果

的
に
活
用
す
る
方
法
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
を
開
催
し
ま
し
た
。
団
地
内
企
業
５
社
か
ら

７
名
が
参
加
さ
れ
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
を

始
め
、
関
数
を
活
用
し
た
社
員
管
理
台
帳
の
作

り
方
等
、
実
務
に
応
用
で
き
る
様
々
な
関
数
の

活
用
方
法
を
受
講
者
は
身
に
付
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

< 

受
講
者
感
想
（
一
部
抜
粋
） 

> 

・
関
数
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
が
分
か
り
、
と

て
も
学
び
に
な
っ
た
。
手
間
が
少
な
く
な
る
よ

う
に
工
夫
が
出
来
る
の
で
、
今
後
に
生
か
そ
う

と
思
い
ま
す
。 

・
今
回
初
め
て
使
う
関
数
も
あ
り
、
組
合
せ
で

色
々
な
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

▼
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た 

 

合
意
形
成
の
効
率
化 

～
全
社
員
対
象
～ 

９
月
８
日(

金)

、
岡
山
流
通
会
館
会
議
室
に

て(

株)

日
之
目
代
表
取
締
役
、
渡
辺
日
菜
子
氏

を
お
迎
え
し
、
会
議
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
へ
の

参
画
意
識
の
向
上
と
短
時
間
か
つ
効
率
的
な

会
議
の
進
め
方
を
知
り
、
組
織
の
問
題
発
見
や

課
題
解
決
に
繋
げ
、
組
織
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
た
め
に
必
要
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
講
習
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
講
習
に
は
団
地
内
企
業
５
社
か
ら
６
名

が
参
加
し
、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
者
）」

の
役
割
や
対
話
生
ま
れ
る
職
場
の
信
頼
関
係

構
築
の
コ
ツ
の
他
、
会
議
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
た
め
に
必
要
な
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
ま
し
た
。
最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
実
際
に
会
議
を

行
い
、
円
滑
に
会
議
の
進
め
る
方
法
を
身
に
付

け
ま
し
た
。 

< 

受
講
者
感
想
（
一
部
抜
粋
） 

> 

・
普
段
の
業
務
で
会
議
に
入
る
事
は
少
な
い

が
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
普
段
の
会
話
で
実
践
で

き
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

・
今
後
の
営
業
活
動
に
も
活
か
せ
る
内
容
だ

っ
た
。 

生
産
性
向
上
支
援
訓
練 

各
種
開
催 
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１１
月
２６
日
（
日
）、
環
境
保
護
セ
ン
タ
ー
内

尾
広
場
で
、
第
３５
回
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
初
参
加
と
な

る
ヤ
マ
ト
運
輸(

株)

も
加
わ
り
、
６
社
６
チ
ー

ム
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
ど
の
チ
ー
ム
も
最
低
２
試
合
が
出

来
る
よ
う
、
２
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
の
リ
ー
グ

戦
と
、
リ
ー
グ
１
位
、
リ
ー
グ
２
位
に
よ
る
、

決
勝
戦
と
３
位
決
定
戦
に
て
行
わ
れ
、
好
珍
プ

レ
ー
に
拍
手
や
笑
い
が
溢
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
、
リ
ー
グ
戦
、
３
位
決
定
戦
と
同
点

に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
２
度
制
し
た
テ
ィ
ー

エ
ス
ア
ル
フ
レ
ッ
サ(

株)

が
第
３
位
と
な
り
、

初
参
加
の
ヤ
マ
ト
運
輸(

株)

が
、
抜
群
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
強
固
な
守
備
で
決
勝
進
出
を
決

め
、
例
年
好
成
績
を
収
め
て
い
る(

株)

あ
ら
た

と
の
決
勝
戦
と
な
り
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
か

ら
波
に
乗
っ
て
い
る
ヤ
マ
ト
運
輸(

株)

が
５

点
リ
ー
ド
で
最
終
回
を
迎
え
る
も
、
２
者
連
続

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
口
火
に(

株)

あ
ら
た
の
強

力
打
線
に
火
が
付
き
、
こ
の
回
一
挙
１０
得
点

の
大
逆
転
で
激
闘
の
末
、(

株)

あ
ら
た
が
優
勝

し
ま
し
た
。 

 

優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
岡
山
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
「
星
む
す
め
」（
１０
ｋ
ｇ
×
１３
袋
）
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

 

早
朝
よ
り
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ご
協

力
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
も
初
参
加
の
チ
ー
ム
を
始
め
、
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 

 

流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
犯
罪
及
び
、
交
通
事
故

等
の
未
然
防
止
の
為
、
行
政
補
助
金
を
活
用
し

て
、
防
犯
灯
を
順

次
設
置
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度

は
、
左
図
の
通
り
、

３
カ
所
に
防
犯
灯

を
設
置
予
定
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
防
犯
灯
は
吉
備

地
区
内
３８
カ
所
と
な
り
、
早
島
地
区
に
設
置

済
み
の
防
犯
灯
５０
カ
所
（
早
島
町
管
理
分
）
を

含
め
、
夜
間
の
防
犯
対
策
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 

１０
月
１７
日(

火)

、
団
地
内
企
業
の
３
０
１

名
（
１
１
６
社
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
令
和

５
年
度
第
３
回
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
朝

８
時
か
ら
約
１
時
間
か

け
て
各
班
、
草
刈
り
を
中

心
に
清
掃
し
ま
し
た
。 

事
前
準
備
か
ら
ご
協

力
頂
い
た
幹
事
の
皆
様
、

当
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
清
掃
時
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

卸
組
合
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
の
状
況
で
す
が
、
運

営
協
議
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、

１２
月
２５
日
時
点
で
、
合
計
４
万
個
・
ワ
ク
チ

ン
８０
人
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

令
和
５
年
度
第
３
回 

一
斉
清
掃 

防
犯
灯
が
新
た
に
３
台 

  

設
置
さ
れ
ま
す
（
予
定
） 

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

：新規防犯灯 設置箇所 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ 

回
収
活
動 

優勝した(株)あらたチーム 
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９
月
１
日
か
ら
１１
月
３０
日
ま
で
の
３
ヵ
月

間
で
、
１
０
０
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
、

９
社
か
ら
１７
チ
ー
ム
５１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

会
員
の
体
力
維
持
や
健
康
増
進
目
的
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
開
始
し
た
当
事
業
は
、

１
チ
ー
ム
３
名
の
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
事
務
局

よ
り
貸
与
し
た
専
用
の
万
歩
計
を
使
っ
て
３

ヵ
月
の
合
計
歩
数
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

競
技
の
結
果
、(

株)

佐
藤
管
材
工
業
の
チ
ー

ム
「
佐
藤
管
材
工
業
Ｘ
」
が
４
８
８
万
歩
で
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
し
た
「
佐
藤
管
材
工

業
Ｘ
」
に
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｘ 

Ｌ
Ｅ
Ｇ 

Ｒ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｘ 

ｅ
ｍ
ｓ 

フ
ッ
ト
マ
ッ
ト
」、
２
位
の

(

株)

せ
と
う
ち
寿
の
チ
ー
ム
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ

ｅ
ｓ
ｅ
」
に
は
「
王
様
の
足
枕
」、
３
位
の
シ

ャ
ー
プ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン(

株)

の

チ
ー
ム
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
」
に
は
「
Ｗ
ａ
ｗ
ａ
ｌ

ａ
ｇ 

つ
ぼ
コ
ロ
く
ん 

足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を

そ
れ
ぞ
れ
１
人
１
台
、
ま
た
個
人
賞
と
し
て
、

歩
行
数
毎
日
１
万
歩
達
成
の
８
名
全
員
に
、 

「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ 

ロ
ー
ズ
ア
ロ
マ 

バ

ス
ソ
ル
ト
」、
そ
の
他
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
賞
と
し

て
、
平
均
速
度
、
平
均
歩
行
歩
数
、
平
均
総
消

費
カ
ロ
リ
ー
、
平
均
装
着
時
間
、
平
均
生
活
年

齢
の
各
部
門
１
位
の
方
に
さ
さ
や
か
な
賞
品

を
、
ま
た
参
加
賞
と
し
て
参
加
者
全
員
に
、「
Ｉ

Ｎ
バ
ー 

プ
ロ
テ
イ
ン
」
を
進
呈
し
ま
し
た
。 

来
年
も
実
施
予
定
で
す
の
で
、
今
年
度
ご
参

加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
も
是
非
、
体
力
維
持

や
健
康
増
進
、
社
内
交
流
の
一
環
と
し
て
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

１０
月
３１
日(

火)

、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
に

て
、
岡
山
県
主
催
の
物
資
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
時
等
に
お
い
て
、

県
内
の
被
災
地
に
必
要
な
支
援
物
資
を
確
実

に
届
け
る
た
め
に
、
県
の
物
資
拠
点
（
１
次
拠

点
）
と
市
町
村
の
物
資
拠
点
（
２
次
拠
点
）
及

び
避
難
所
を
連
携
さ
せ
た
物
資
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
訓
練
を
実
施
し
、
岡
山
県
支
援
物
資
物
流

体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
か
ら
は
２
社

（
２
名
）
が
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
参
加
し
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
へ
の

国
か
ら
の
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
手
順
等
を

訓
練
し
ま
し
た
。 

１
０
０
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

物
資
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練 

～
流
通
セ
ン
タ
ー
よ
り
２
名
参
加
～ 

 

(株)佐藤管材工業 

チーム 佐藤管材工業Ｘ 

順位 会社名 チーム名
1人あたり

１日平均歩行数

優勝 ㈱佐藤管材工業 佐藤管材工業Ｘ 17,897歩

準優勝 ㈱せとうち寿 Peacheese 15,696歩

第３位
シャープマーケティング

ジャパン㈱
ジャスミン 15,090歩

第４位 ㈱セイエル セイエル 13,942歩

第５位 平松エンタープライズ㈱ チームかるがも 11,929歩

名　前

高津　睦子 様

古城　沙希 様

野口雅由美 様

友保　順子 様

田辺咲知恵 様

黒佐　未央 様

竹原綾侑子 様

諏訪田康敬 様

１００日ウォーキング結果(R5.9.1～R5.11.30)

総歩行数

4,885,863歩

4,285,054歩

4,119,464歩

チーム部門：総歩行数

平松エンタープライズ㈱

オージー物流㈱

㈱セイエル

会社名

㈱せとうち寿

㈱木村商会

平松エンタープライズ㈱

個人部門：歩行数毎日１万歩達成者

3,806,204歩

3,256,657歩

平均歩数

15,618歩

11,045歩

12,589歩

12,959歩

★平均歩行歩数

★平均総消費カロリー

★平均装着時間

★平均生活年齢 ㈱せとうち寿 高津　睦子 様

シャープマーケティングジャパン㈱

㈱佐藤管材工業

㈱せとうち寿

渡辺　栄二 様

河島　晴輝 様

高津　睦子 様

バラエティー賞（各1位）

★平均速度

平松エンタープライズ㈱

平松エンタープライズ㈱

15,242歩

14,459歩

会社名 名　前部　門

㈱佐藤管材工業 四谷　　匡 様

11,200歩

10,898歩
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会員企業紹介 

フローズンを通して 
「豊かな食文化と夢」 
の実現を目指します。 

私たちは、小売業様、メーカー様と協働してトリプル WIN 
を具現化するフローズンコーディネート企業です。そして、 
会社の発展を通じて、従業員の夢の実現を目指しています︕ 

本  社︓〒614-8164 京都府⼋幡市上奈良南ノ⼝４２番地８  TEL︓075-972-3330 
岡⼭⽀店︓〒701-0165 岡⼭県岡⼭市北区⼤内⽥７２２－１   TEL︓086-239-8415 
HP︓https://www.kansai-frozen.co.jp/ 

私たちは水と人との豊かな共生を創造し、 
新世紀の地球環境を考えます。 

〒701-0165 岡山市北区大内田 830-2 
TEL：(086)292-5311 FAX：(086)292-5188  HP：https://www.satokan.jp/ 
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◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動(

敬
称
略)

 
 

 

浅
野
産
業
㈱ 

（
新
）
髙
畠 

清
乗 

（
旧
）
明
貝 

文
夫 

関
西
陸
運
㈱ 

（
新
）
川
崎 
俊
之 

（
旧
）
貝
原 

洋
一 

関
西
教
材
㈱ 

（
新
）
髙
谷 

純
平 

（
旧
）
中
田 

孝
治 

キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱ 

（
新
）
菅
原 

泰
彦 

（
旧
）
吉
田 

素
忠            

  

 

  

こ
の
度
、
流
通
セ
ン
タ
ー
の
求
人
情
報
を
多

く
発
信
し
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー

共
同
求
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
求
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
は
、
職
種
検
索
や
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
等
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
で
利
用
者
が
簡
単
に
希
望

の
お
仕
事
を
探
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
デ
ザ
イ
ン
面
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ど
ち
ら
か
ら
見
て
も
、
最
適
に
表
示

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
流
通
セ
ン
タ
ー

内
企
業
に
ご
提
供
頂
い
た
写
真
を
使
用
し
て

お
り
、
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
お
仕
事
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
写
真
は
随

時
更
新
す
る
予
定
） 

写
真
の
提
供
・
撮
影
に
ご
協
力
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

当
求
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
従
来
と
同
様

掲
載
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

         

会
員
動
向
（
２
０
２
３
年
８
月
以
降
） 

 

払込料金の一部改訂のお知らせ 

2024 年 1 月 22 日(月)以降、窓口や ATM における各種払込を
現金でご利用の場合、払込をされるお客様にご負担いただく加算料
金（110 円）を廃止し、お支払い方法に関らず料金を同一と致し
ます。 

ゆうちょ銀行からのお知らせ 

払込人様にご負担いただく主な料金の一覧（一部抜粋） 

口座から 現金

203円 313円

<122円> <232円>

417円 527円

<336円> <446円>

152円 262円

<71円> <181円>

366円 476円

<285円> <395円>

料金

受取人

負担

窓口

ATM
一律 0円 110円

料金

払込人

負担通常

払込

2024年1月21日(月)まで

取扱内容
送金

金額

窓口

５万円

未満

５万円

以上

５万円

未満

５万円

以上

ATM

新料金

口座から・現金

203円

<122円>

417円

<336円>

152円

<71円>

366円

<285円>

0円

※< >内の料金は、MT サービスをご利用の場合の料金です。 
※現金でのお支払いの場合、窓口に持ち込まれる枚数に応じて別途、 

硬貨取扱料金がかかります。 

加算料金110円/件 

お支払い 

方法 

口座から 

現  金 

払込料金 

払込料金 

現金払込時の 
加算料金が０円に 払込料金 

 ※お支払方法に関

わらず料金は同一 

お問合せ先 岡山流通センター簡易郵便局 

TEL：086-292-5551（平日 9：00～16：00） 

昨
年
末
、
毎
年
恒
例
の
「
今
年
の
漢
字
」
が

発
表
さ
れ
、「
税
」
の
文
字
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１
年
を
通
し
て
増
税
の
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ

た
こ
と
に
加
え
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

や
ふ
る
さ
と
納
税
の
ル
ー
ル
の
厳
格
化
な
ど
、

「
税
」
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
や
検
討

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
漢
字
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
国
民
に
と
っ
て
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
要
素
を
含
む
漢
字
で
す
が
、
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
漢
字
の
中
に
は
、
私
た
ち
を
熱
狂
、
感
動
さ

せ
て
く
れ
た
野
球
関
連
の
漢
字
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
が
優
勝
、
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
が
プ
ロ
野
球
で
３８
年
ぶ
り
の
日
本
一
に

輝
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平

選
手
の
活
躍
を
受
け
て
、
野
球
に
関
連
し
た

「
虎
」「
勝
」「
球
」「
翔
」「
侍
」
が
、
ト
ッ
プ

２０
に
相
次
い
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
２
０
２
３
年

を
表
す
漢
字
は
ど
ん
な
漢
字
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
は
ど
ん
な
漢
字
で
表

す
こ
と
が
で
き
る
年
に
し
た
い
か
、
今
年
の
目

標
の
漢
字
を
決
め
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
当
協
議
会
で
は
、
今
年
も
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
１
０
０
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
、

会
員
の
皆
様
さ
ん
に
「
楽
」
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
機
会
を
沢
山
ご
準
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
社
名
・
代
表
者
等
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
協
議
会
事
務
局
ま
で
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す 

求
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

トップページ 

求人一覧ページ 

編
集
後
記 


